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⇒誰でも場所を問わずに遠隔授業や研修を開催・参加できるツール

自宅＠PC

支社・支店

出張先＠モバイル端末

本社

Webex
Training

Cisco Webex Training オンライントレーニング



オンライン
遠隔授業／研修

✓ どこにいても授業可能

✓ 学校に通えなくても

✓ 録画配信でオンデマンド学習

✓ リアルな授業を想定した機能
（テスト/グループワーク/レポート）
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場所も移動も必要ないから

経費削減
会場に行かなくてもいいから

時間の有効活用
様々な知識・人に触れて

ビジネスチャンスの拡大

オンライントレーニングのメリット
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主催者・トレーナー 受講者

• 遠方の受講者も一度にトレーニング可能！

• 時間にとらわれずにトレーニングを提供可能！
（録画ファイルを提供。閲覧者の情報も取得可能）

• 資料の印刷が不要！

• 会場の予約が不要！（1000名まで参加可能！）

• トレーナー、受講者の交通費、宿泊費が不要！

• 受講者の情報も事前に的確に入手できるので運営の効率化にも！

• 移動時間が不要で遠方からでも参加可能！

• 移動費用もかからないので気軽に参加！

• 好きな時間にトレーニングを受講可能！（録画ファイル）

• テキストベースで気軽に質問できるので、疑問が解決しやすい！

運営・参加者側のメリット



Webex Meetings
（会議）

Webex Training
（授業）

Webex Events
（セミナー/イベント）

✓ 1000人まで参加可能
（※ビデオ会議端末は200接続）

✓ 双方向に音声/ビデオでの
コミュニケーション可能

✓ 参加者同士、名前と顔を公開

✓ 社内外の会議に最適

✓ ビデオ会議端末とも接続可能

✓ 1000人まで参加可能

✓ 双方向に音声/ビデオでの
コミュニケーション可能

✓ 参加同士、名前と顔を公開

✓ 遠隔授業/社員研修に最適

✓ リアルな授業を想定した機能
（テスト/ブレイクアウトセッション/QA）

✓ 1000人まで参加可能
（オプションで3000人まで可能）

✓主催差が講義、受講者は傾聴する
一方向のコミュニケーション

✓ 参加者同士は名前と顔が公開
されず、プライバシー保護

✓ オンラインセミナーやイベントに最適

✓ ビデオ会議端末とも接続可能

✓ アンケートのフォローアップ機能

Webex Meetings/Eventsとの違い



プレゼンターパネリスト

パネリストは、セミナーを運営する役

割です。（出席者のQ&A対応など）

主催者は、Webex Trainingをスケジュール、

開始することができます。セミナー中は

プレゼンターやパネリストの指名を行うことが

できます。

主催者

事前に指名 事前に指名

主に講師が担当する役割となり、自身の
持つ資料やアプリケーションを共有しな
がらセミナーを進めることができます。

カフェから

会議室から

スマホから

出席者

Webex Trainingでの役割
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各種役割の機能（PC編） 主催者 プレゼンター パネリスト 参加者
イベントの開催 ○ × × ×
出席者の招待 ○ × × ×
出席者の役割変更 ○ × × ×
出席者への権限割当 × ○ × ×
プレゼンターの指名 ○ ○ × ×
QA回答 ○（回答のみ） ○（回答のみ） ○（回答のみ） ○（質問のみ）
投票 × ○（開始のみ） ○（回答のみ） ○（回答のみ）
録画 ○ ○ ○ ×
ファイル共有 ○ ○ ○ △（権限付与時）
ファイルへの注釈 ○ ○ ○ △（権限付与時）
ファイル編集 × × × ×
ファイル転送 × ○ × ×
画面／アプリケーションの共有 × ○ × ×
画面／アプリケーションへの注釈 ○ ○ ○ △（権限付与時）
画面／アプリケーションの編集 × ○（共有元なら） × ×
ホワイトボード共有 ○ ○ ○ △（権限付与時）
ホワイトボードへの注釈 ○ ○ ○ △（権限付与時）

チャット ○ ○ ○
○（全出席者へ配信は要権

限）
参加者ミュート ○ ○ × ×
ミュートの解除 ○ ○ × ×
フィードバック送信 ○ ○ ○ ○
テストの実施 × ○ × ×
テストの受講 × × × ○

ブレイクアウトセッションの割当／開始 ○ ○ ○ ×

ブレイクアウトセッションの参加 ○ ○ ○ ○
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各種役割の機能
（モバイル編）

主催者 プレゼンター パネリスト 参加者

イベントの開催 ×（PCから開催） × × ×

出席者の招待 ○ × × ×

出席者の役割変更 ○ × × ×

出席者への権限割当 × × × ×

プレゼンターの指名 ○ ○ × ×

QA回答 ○（回答のみ） ○（回答のみ） ○（回答のみ） ○（質問のみ）

投票 × × × ○（回答のみ）

録画 ○ × × ×

ファイル共有 ○（要プレゼンタ権限） ○ × ×

ファイルへの注釈 ○ ○ × ×

ファイル編集 × × × ×

ファイル転送 × × × ×

画面／アプリケーションの共有 ○（要プレゼンタ権限） ○ × ×

画面／アプリケーションへの注釈 ○ ○ ○ △（権限付与時）

画面／アプリケーションの編集 × ○（共有元なら） × ×

ホワイトボード共有 ○（要プレゼンタ権限） ○ × ×

ホワイトボードへの注釈 ○ ○ × ×

チャット ○ ○ ○ ○（全出席者へ配信は要権限）

参加者ミュート ○ ○ × ×

ミュートの解除 ○ ○ × ×

フィードバック送信 △（挙手のみ） △（挙手のみ） △（挙手のみ） △（挙手のみ）

テストの実施 × × × ×

テストの受講 × × × ×

ブレイクアウトセッションの割当／開始 × × × ×

ブレイクアウトセッションの参加 ○ ○ ○ ○



Webex Trainingを使用する前に

■推奨環境
①Windows
・2GHz以上のCPU
・4GB以上のメモリ
・Mozilla FirefoxもしくはGoogle Chrome (原則最新版）

②Mac OS X
・Intel CPU搭載モデル（CPU2GHz以上）
・4GB以上のメモリ
・Mozilla Firefox もしくはGoogle Chrome(原則最新版）
・Oracle Java6～Oracle Java8（Webex Trainingに必要です）

https://help.webex.com/ja-jp/nki3xrq/Webex-Meetings-Suite-System-Requirements
■Cisco Webex システム最小要件

https://help.webex.com/ja-jp/nki3xrq/Webex-Meetings-Suite-System-Requirements


主催者編

主催者の使い方

✔トレーニングのスケジューリング/開始

✔参加者/パネリストの招待

✔トレーニングセッション進行中の操作/管理

（参加者側と共通操作も有り）

✔遠隔授業を成功させる秘訣



スケジューリング

①議題/日時を決める（必須）

②授業頻度の設定する

③参加者を招待する（必須）（※連絡先追加方法も含む）

④参加者に情報の登録をさせる

⑤ブレイクアウトセッションの事前を設定する

⑥事前に資料を配布する（コース教材の追加）

⑦事前に出席者の権限を制限する

⑧テストを作成/追加する



①議題/日時の設定（必須）

①セッションの議題を設定

②招待メールを主催者にも送信し、
それを出席者に転送することで
簡単に招待が出来ます。

③「Webex音声」で音声接続
・インターネット回線を使った接続
・電話の公共回線を使った接続
の両方を選ぶことが出来ます。

⑤セッション開始日時の設定

④出席時に雑音が入ることなくスムーズ
に授業を開始出来ます（推奨）

①

②

③

④

⑤



②授業頻度の設定
⇒複数回の授業がある場合も、一度にスケジュール出来ます。

①シングルセッション：単独のセッションを作成、繰り返しパターンがない 1 回のみ開催されるクラス。

②定期開催シングル：単独のセッションを作成し、定期的に繰り返すクラス。（出席者はそれぞれのセッションに個別に登録）

③マルチセッション：複数のセッションを作成。（数日、数週、数ヶ月スパン）（出席者は一連のセッション全体に対して 1 回の登録）

④不定期開催：不定期に複数の日付で開催される単発のセッションを作成。
（出席者はそれぞれのセッションに個別に登録。各セッションは個別に編集可能。）



③参加者を招待する（必須）
⇒参加者を招待する方法は２通りあります。

1.「招待メール」を参加者に転送して、招待する

2.参加者の情報を登録して、招待する



③-1「招待メール」を参加者に転送して、招待する
⇒下記項目に☑を入れてスケジューリングすると自分宛てにも届きます。

このメールを出席者に転送



③-2 参加者情報を登録して、招待する
⇒出席者（受講者）及びプレゼンターの名前とメールアドレスを登録します



③-2 参加者情報を登録して、招待する

①

② ③

①名前とメールアドレスを記入して、右下の追
加ボタンで追加

②追加された対象者を選択して、「招待」をク
リックする

③自身のWebexの連絡先から対象者を呼び出して
選択する事も出来ます
（※連絡先の追加方法は次ページへ⇒）



※連絡先の追加方法

←マイページの「クラシックビュー」から
「マイ連絡先」を選択

※「クラシックビュー」はブラウザ画面の右上から画面を変更できます。



※連絡先の追加方法

✔まだ連絡先がない場合は、一度「連絡先を追加」でテンプレートを作成

✔連絡先追加後、「エクスポート」で追加フォーマットを抽出する

✔抽出されたフォーマットに、氏名/アドレス記入し「インポート」で取り込みし、連絡先を追加



※連絡先の追加方法

氏名/メールアドレスを記入し、残りの情報は既存ユーザーのコピー＆ペーストする



※連絡先の追加方法

①

②

①テンプレートのファイルを選択し、区切り記号は
「タブ」にチェックを入れ、「インポート」する

②追加できているか確認



④出席者の情報を登録をさせる
⇒出席者（受講者）に情報（所属部署/学部等）の登録をさせます。
登録した情報は、後の参加レポートにも反映されますので、出欠確認にもご利用頂けます。

✔「フォームのカスタマイズ」でオリジナルの項目を作成できる（※次ページへ）

✔セキュリティの為に、登録するためのパスワードを設定することも可能



④-1 参加者登録フォームをカスタマイズする
⇒様々なタイプのフォームで項目を作成できます。
また作成した項目を保存しておくことも可能です。

項目に含める 必須項目にする



⑤ブレイクアウトセッションの事前設定
⇒セッションの前にブレイクアウトセッションのグループ分けが出来る
セッション進行中でも、グループ作成/割当が出来ます。（OOへ）

✔事前に割り当てをする場合は、出席者の招待及び登録が必要

✔自動（ランダム）/手動でグループに割り当てることが出来ます（グループ数、グループ毎参加人数も設定可）

✔最大１００グループ作成可能で、１グループあたり最大１００人まで参加可能



⑥事前に教材を共有（コース教材の追加）
⇒事前に資料を共有し、受講者に読み込ませておくことが出来ます。

主催者の「開始」ページ
参加者の「参加」ページ
にコース教材が表示されるので
クリックしてダウンロードする

download



⑦参加者の権限を「事前に」制限する
⇒スケジューリング設定段階で、出席者が行える機能（保存/注釈等）の
権限を制限/付与しておくことが出来ます。

✔予め、参加者にさせたくない機能があれば、事前に
設定しておくと、授業もスムーズに進めることがで
きます。

※ただし、出席者全員に反映されるので、パネリスト
などの運営側と権限を分けたい場合は、セッション
中に操作する。



⑧オンラインテスト
⇒セッションの前、進行中、後にテストを追加し、配信できます。

✔テストを新規で作成する場合は、スケ
ジューリングを完了して、「テストの追加」
から新規作成

✔一度作成したテストをテンプレートとして
使いまわしする事もできます



⑧-1 テストを作成する（配点/ランク分け）

✔テストのタイトルと詳細を記入

✔点数別で、ランク分けをすることもできる

✔ページ数や、点数の上限値を設定



⑧-2 テストを作成する（問題作成）

①

②
③

④

①「質問の挿入」をクリックして、問題作成

②質問の種類を選択

③記述式、穴埋め、選択形式等様々な問題タイプが選べる

④問題のガイドライン記入と配点を決めていく



⑧-3 テストの詳細設定をする

①

②

①テスト配信のタイミングを設定
（セッション前、進行中、終了後）

②・時間制限
・参加者へのリマインド
・主催者への提出通知
・ランク分けレポート有無
・回数制限

のオプション設定を決める



最後に、スケジューリング設定を再確認する

■確認項目

✓ 議題/日時

✓ セッション番号/Password

✓ コース教材の有無

✓ テストの有無

※テストやトレーニングの内容で
誤りがあれば、「編集」をクリッ
クして、内容を変更



セッション中の操作・管理

①セッションを開始する

②音声/ビデオの接続（主催者/参加者共通）

③基本画面の使い方（主催者/参加者共通）

④コンテンツ共有（注釈やファイル転送含む）
（主催者/参加者共通）

⑤権限/役割の変更

⑥ブレイクアウトセッションの開始と管理

⑦オンラインテストの開始

⑧QA/チャット/投票（主催者/参加者共通）

⑨フィードバック（主催者/参加者共通）

➉録画

⑪レポート機能で出席確認



①セッションを開始する
⇒セッションを開始する方法は２通りあります。

①主催者自身に来たメールのリンクから開始 ②マイページ＞マイミーティングから開始

OR



②音声/ビデオに接続する（共通）



②-1 参加者をミュートしておく（主催者側）



②-2 参加者をミュートしておく（参加者側）



③基本画面（共通）

✔音声接続/招待・催促/アプリ共有

✔ツールバー：詳細な機能設定（※詳細は次ページへ）

✔操作パネル（基本操作はこのパネル）

✔フィードバックアイコン
で意思表示と受講者の状
況を把握する

✔機能が操作パネルに表示されいない
場合はここをクリックして表示させる



③-1 基本画面（ツールバー編：ファイル/編集）

✔セッション中に行った
チャット/QA/投票が
ローカル保存できる

✔セッション中にファイル
を転送して共有する

✔参加時やメッセージを受信した際の
受信音（ビープ音）を設定する事が
可能



③-2 基本画面（ツールバー編：共有/参加者）

✔画面/ファイル（動画含む）/
アプリケーション/ブラウザ/
ホワイトボード/マルチメディ
ア（Youtube等）など、様々な
コンテンツを共有できる。

✔自身のセッションウィンドウ
自体を共有する事が可能。
（画面を見せて使い方を教え
てあげることが出来る。）

✔全員を強制ミュート/参加時にミュートが出来
セッション中の雑音を防げる。

✔参加者の操作権限や、役割をフレキシブルに変更
することが出来る



③-3 基本画面（ツールバー編：セッションとブレイクアウト）

✔録画データをクラウドか
ローカルに保存するか、
保存先を選択できる

✔ブレイクアウトセッションの割り
当てをしてグループ分けが出来る



③-4 基本画面（ツールバー編：ヘルプ）

✔使い方で分からない事があれば、「ユーザーガイド」までアクセスできる



④コンテンツ共有（共通）
⇒セッション中に、様々なコンテンツを共有して見せる事ができます。



④-1 コンテンツ共有中の操作
⇒共有中であっても、ツールバーを使って様々操作ができます。

ツールバー ① ② ③ ④ ⑤ ⑥

①他コンテンツの共有に切り替え

②参加者に共有や注釈権限の付与

③参加者一覧表示 ④チャット機能

⑤録画を開始でき
る

⑥注釈機能や参加者の書き込み許可

（※詳細は次ページへ）



④-2 注釈（書き込み）機能について
⇒手書き/文字入力/図形の書き込みや、ポインタを表示できます。

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦

①ポインター
②文字入力 ③直線 ④図形 ⑤手書きペン ⑥色の選択 ⑦削除



④-3 コンテンツ共有（アプリケーション編）

✔PowerPointやExcel等の
アプリケーション共有可能

✔表示側/被表示側も全画面で表
示される

✔メール等の通知ポップアップが
表示されても、被表示側には
モザイクで映らないので安心

✔表示側/被表示側共に注釈機能
で書き込みが可能。

（※被表示者は要権限）

Point！
ポップアップのモザイクが画面に
入ってこないように、他アプリの
通知は極力OFFにしておこう！



④-4 コンテンツ共有（ファイル編）

✔動画含むファイルの共有が可能

✔表示側/被表示側には、「セッション画面内」
で表示されるので、右側パネル操作が可能。

✔複数コンテンツを共有して、切り替えが可能
（ブラウザのタブのようなイメージ）

✔メール等の通知ポップアップが表示されても、
被表示側にはモザイクで映らないので安心

✔表示側/被表示側共に注釈機能で書き込みが可能。
（※被表示者は要権限）

セッション画面内



④-5 コンテンツ共有（ホワイトボード編）
⇒双方向に書き込みが出来る、ホワイトボードを共有できます。

✔双方向に書き込みが出来る

✔事前に参加者に「注釈」の権限を与えておく

✔表示側/被表示側も「セッション画面内」で
共有される

✔成果物はローカル保存する事ができる

セッション画面内



④-6 参加者の注釈（書き込み）を許可する

✔参加者が注釈（書き込み）機能を使用する
際に、主催者に書き込み許可を要求

✔主催者は「注釈の要求」のポップアップが
表示されるので、「承認」をして、参加者
に注釈を許可する

✔権限の変更で、事前にすべての参加者に
注釈を許可しておくことも可能



④-7 コンテンツ共有（マルチメディア編）

✔Youtubeなどの動画サイトの共有

✔サイトURLを入力し、画面右のポップアップで共有及び操作も可能

✔共有側の操作に依存せず、被共有側が任意で操作できる



④-8 ファイルを転送する

✔動画含むファイルの転送が可能（上限２GBまで）

✔ツールバーの「ファイル」から「転送」を
選択するとポップアップが表示される

✔「ファイル共有」をクリックし、ファイルを
選択する。

✔転送された側は、ポップアップが表示される
ので「ダウンロード」をクリックして完了

⇒共有だけでなく、転送して参加者にダウンロードさせることもできる。



⑤参加者の権限を制限する

OR

✔ツールバーの「参加者」 ✔対象者を選択し、右クリック

✔詳細な権限付与/制限が行えます



⑤-1 参加者の役割を変更する

OR

✔ツールバーの「参加者」 ✔対象者を選択し、右クリック



⑤-2 他の参加者をプレゼンターにする
⇒プレゼンターボールを渡すことで権限移行し、共有させる事ができます。

プレゼンターボール

①クリック＆ドラッグ
で移行

②対象者を選択し、このア
イコンをクリックし移行

OR



⑥ブレイクアウトセッションをはじめる

ブレイクアウトセッション

✔受講者を幾つかのグループに分け、各グループごとにトレーニ
ングルームを提供します。

✔通常のトレーニング同様にドキュメント、アプリケーション、
デスクトップを共有することができます。

✔成果物を保存し、メインセッションで発表することができます。

✔メイントレーニングの主催者・プレゼンターは、各グループご
とのトレーニングルームを見てまわることができます。



⑥-1 各セッションに参加者を割り当てる

①ツールバーのブレイクアウト
から、「割り当て」を選択

②「セッションの追加」でグループ作成し、対象者
を選択して、グループに割り当てていく。

③割り当てが完了したら「開始」
ボタンを押して、開始する

手動/自動でのグループ割り当
てが選択できます。



⑥-2 ブレイクアウトセッションの使い方

①

②

③
④

③

④

①全員にブレイクアウトセッションからメインセッションに戻ることを要求出来ます。

②主催者/プレゼンター/パネリストは各セッションに自由に行き来する事が出来ます。

③全グループに対して、一斉にメッセージを送ることが出来ます。

④ブレイクアウトセッションの最後のプレゼンターに、メインセッションで成果物を共有
するように依頼出来ます。

参加

退席



⑦テストを開始する
✔操作パネルのテストから「開始」
をクリックする。 ✔するとブラウザが立ち上がるので、「テストの開始」をクリックして開始する

✔「ステータスの更新」で提出、採点状況を確認する

※テストを開始するには

プレゼンター権限が必要です！



⑦-1 回答を回収、採点する（セッション前後）

✔受験生が提出すると、主催者に
メールが届くように設定しておく

✔マイページ＞マイミーティングで該当のセッションをクリックし、「得点及び
レポート」から回答状況の確認及び、採点を行っていく

※セッション編の「⑧-3 テストの詳細設定」から、テストの
招待メール及び、主催者に提出通知が来るように設定しておく

OR

次ページへ⇒



⑦-2 回答を回収、採点する
✔「回答の表示と得点」をクリック

✔採点したい対象者を確認し、「回答の採点」から採点する

✔採点が完了すると「保存」をクリックして採点終了

✔採点結果をCSVで抽出も可能 ※次ページへ⇒



⑦-3 回答結果を抽出する
✔「結果のエクスポート」から抽出

✔総合/詳細のテスト結果の抽出が選択できます。

✔受講者の得点とランクのみ

✔各質問に対するすべての受験生の回答



⑧QA/チャット/投票
QA（質疑応答） チャット 投票（Polling)

✔回答したい質問をクリックして回答
✔運営側は回答のみ、受講者は質問のみ
✔全員向け/個人向けに返信が選択できる
✔QA内容はローカル保存可能

✔送信先が細かく選択できるので、運営側
内で連絡を取ることも可能

✔チャットの内容もローカル保存可能

✔投票もオリジナルで作成可能
✔リアルタイムで回答状況を把握できる
✔既に作成済の投票データを取り込み可能
✔投票データもローカル保存可能

新規作成

データ
取り込み 保存



⑨フィードバック
挙手／チェック／スピードの希望／絵文字
など様々なステータスの表現が可能

主催者は一覧で主催者のステータスを把握

主催者は参加者からのフィードバックや関心度を確
認できます。

参加者

挙手 Yes No 遅い 早い 絵文字

フィードバックの結果 フィードバックの削除

参加者のリスト／サム
ネイル表示

他の参加者の招待／催促

参加者の関心度チェック⇒



➉録画をする

OR

✔操作パネルの「レコーダー」でボタンをクリック ✔ツールバーから、保存先を選択して録画



➉-1 録画データを確認/配信する

OR

✔クラウドに録画データが生成されると、
主催者にメールが届きます。✔マイページの「マイ録画」から（※配信設定は次ページへ）



➉-2 録画データを確認/配信する

✔確認したい録画の議題を選択し、録画再生や、メールでのデータ配信を行う。

✔録画の表示オプション変更や
パスワード設定を行うことも
できる（※次ページへ）



➉-3 録画データの視聴制限をする
✔録画データページ下部の「変更」から設定

①
②

③

①録画データに表示する項目の制限ができます

②録画データを視聴するにあたり、参加者登録
を要求する

③ログイン要求やダウンロードの禁止、
パスワード設定でセキュリティを強化
できます。



⑪レポート機能
⇒出席簿として、参加ログ（出席者、滞在時間、関心度等）を確認できます。

✔マイページ＞マイレポートをクリック

OR

✔詳細を確認したいセッションの議題を選択し、クリックする

次ページへ⇒



⑪-1 参加レポートの取得

✔「エクスポート」でCSVファイルとして抽出できる。オリジナルで作成した登録項目も反映されます。



オンライン授業を成功させる秘訣

①参加者ミュートを使い、不要な音が入らないようにしよう

②リマインドを送り、参加率を上げよう

③注釈機能を使い、分かり易い＆参加型の授業にしよう

④フィードバックや投票機能で受講者の状況を把握しよう

⑤権限/役割の変更で、メリハリのある授業にしよう



参加者編

参加者の使い方

✔招待状を受け取り、トレーニングに参加する

（※セッション内の基本操作は主催者側とほぼ同じ）

✔ブレイクアウトセッション内での操作方法

（※基本操作はメインセッションと同じ）

✔オンラインテストの受講方法

✔モバイル端末からの参加/操作方法



招待メールを受け取る

OR

✔招待メールのリンクをクリックして参加 ✔登録制の場合は登録リンクから参加申し込み



登録項目を記入する

✔氏名/メールアドレス等、必要事項記入 ✔申込が承認されると、参加リンクのメールが届く



トレーニングに参加する

✔氏名/メールアドレス/パスワードを記入し、「今すぐ参加」をクリックして参加する



ブレイクアウトセッションに参加する

✔主催者がブレイクアウトセッショ
ンを開始すると参加要求のポップ
アップが出る

✔「はい」をクリックして自身が割
り当てられたグループに参加

✔セッション内での操作は、メイン
セッションと同じ（資料共有や
注釈も可能）

✔グループ内では、１人がプレゼン
ターとなり、資料を共有しグルー
プワークを進めていく

グループ内のプレゼンター



ブレイクアウトセッションの使い方

✔ブレイクアウトセッション開始時
はもう一度音声に接続する

✔「ヘルプの要求」で主催者に援助
を求める事ができる

✔ブレイクアウトセッションを終了
する時は、「セッションの終了」
をクリックする

✔グループ内では、１人がプレゼン
ターとなり、資料を共有しグルー
プワークを進めていく

※基本操作はメインセッションと同じです



テストを受ける

✔セッション進行中は、プレゼンターがテストを開始す
るとブラウザが立ち上がります

✔セッション開始前/後にテストが開始される場合は、
開始時間になるとメールが届きます。

主催者がテストを開始し、もう一度「更新」をクリッ
クすると、テスト受講ページに遷移致します。

リンクをクリックして、テストの受講ページに移動
します（※次ページへ）



テストを受ける（セッション開始前/後）
✔メールに記載している、ID及びパスワードを入力する

✔内容を確認し、「テストを受ける」クリックしてテスト受講（※次ページへ）



テストに回答⇒提出する

✔回答を記入し、「テストの提出」をクリック

✔回答に誤りがなければ、「テストの提出」へ

✔提出完了！



参加者編（モバイル）

✔招待メールのリンクをクリックして参加

✔氏名/メールアドレス/
パスワードの記入

✔ビデオの接続確認 ✔音声の接続確認
及び接続方法選択



参加者編（モバイル）
✔セッション画面のオプションアイ
コン「…」をクリック

✔（権限があれば）コンテンツ共有
や録画等の操作が可能です。

✔QA/投票アイコンを押して、質問
や投票の回答を行う

✔また「音声のみモードで」低バッ
テリーモードの時に音声のみでの
参加に切り替え可能



参加者編（モバイル）

✔様々な画面レイアウトに変更可能✔セッション画面の参加者
アイコンをタップする

✔チャット及び挙手での
意思表示ができます

✔前ページの「設定」アイ
コンから省エネモードが
設定できます



ご案内

https://www.cisco.com/c/m/ja_jp/training-events/events-webinars/collaboration-webinars.html

■Ciscoコラボレーションウェビナー

https://www.cisco.com/c/dam/m/ja_jp/solutions/webex/pdf/cisco-webex-tips-japanese.pdf

■テレワークを快適にするTIPS集

https://www.youtube.com/watch?v=xWqW60N_lFQ&t=743s

■Cisco Webex Training使い方動画（英語）

https://video-jp.cisco.com/detail/video/6029232737001

■Cisco Webex Training使い方動画（日本語）

https://www.cisco.com/c/m/ja_jp/training-events/events-webinars/collaboration-webinars.html
https://www.cisco.com/c/dam/m/ja_jp/solutions/webex/pdf/cisco-webex-tips-japanese.pdf
https://www.youtube.com/watch?v=xWqW60N_lFQ&t=743s
https://video-jp.cisco.com/detail/video/6029232737001


ヘルプ

https://help.webex.com/ja-jp/epbt71/Set-Up-and-Schedule-a-Cisco-Webex-Training-Session

■Cisco Webex Trainingのスケジューリング方法

https://help.webex.com/ja-jp/xqsxxt/Get-Started-with-Cisco-Webex-Training

■Cisco Webex Trainingの始め方

https://help.webex.com/ja-jp/n1qszpw/Present-a-Breakout-Session-in-Cisco-Webex-Training

■ブレイクアウトセッションの開催方法

https://help.webex.com/result/Training/%5B%5D?offset=10&order=Relevance

■Cisco Webex Trainingのヘルプ一覧

https://help.webex.com/ja-jp/8cckd2/Manage-Breakout-Sessions-in-Cisco-Webex-Training

■ブレイクアウトセッションの管理方法

https://help.webex.com/ja-jp/epbt71/Set-Up-and-Schedule-a-Cisco-Webex-Training-Session
https://help.webex.com/ja-jp/xqsxxt/Get-Started-with-Cisco-Webex-Training
https://help.webex.com/ja-jp/n1qszpw/Present-a-Breakout-Session-in-Cisco-Webex-Training
https://help.webex.com/result/Training/%5B%5D?offset=10&order=Relevance
https://help.webex.com/ja-jp/8cckd2/Manage-Breakout-Sessions-in-Cisco-Webex-Training


開始までしばらくお待ちください
開始までに、以下ガイドに従って

音声とビデオの接続をお願い致します。

❶ビデオ
ON/OFF

❷音声接続をする

インターネットの調子が悪い時は、
電話回線を使って音声に接続

基本はインターネット回線を使っ
て、音声に接続

ご不明点がある場合はチャット
で主催者にご連絡下さい。

（送信先：「主催者」を選択）

❸チャットを送る






